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新型コロナワクチン４回目接種のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症にかかった場合の重症化予防を目的として、４回目接種が開始されます。4回目
接種により、高い重症化予防効果が得られることが確認されています。対象となる60歳以上の方及び、18歳
～59歳までの基礎疾患等をお持ちの方は、接種についてご検討ください。

【対象者】
　3回目のワクチン接種から５か月経過した①６０歳以上の方、　②１８歳～５９歳で基礎疾患を有する方、そ
の他重症化リスクが高いと医師が認める方
　※①②に該当しない方は、４回目接種を受けることが出来ません。

〈重症化リスクの高い基礎疾患を有する者等の範囲〉
　●以下の病気や状態の方で、通院／入院している方
　１	 慢性の呼吸器の病気	 　２　慢性の心臓病（高血圧を含む）	 　３　慢性の腎臓病
　４	 慢性の肝臓病（肝硬変等）	　５　染色体異常	 	 　　　　  ６　睡眠時無呼吸症候群
　７	 インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病又は他の病気を併発している糖尿病
　８	 血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く）
　９	 免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む）
　10	 ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている
　11	 免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患
　12	 神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態（呼吸障害等）
　13	 重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態）
　14	 �重い精神疾患（精神疾患の治療のため入院している、精神障害者保健福祉手帳を所持している、又は自立

支援医療（精神通院医療）で「重度かつ継続」に該当する場合）や知的障害（療育手帳を所持している場合）
　　　※�精神保健福祉手帳又は療育手帳を所持している方については、通院／入院をしていなくても基礎疾

患のある方に該当します。
　●基準（BMI30以上）を満たす肥満の方
　　BMI30の目安：身長170ｃｍで体重約87ｋｇ、身長160ｃｍで体重約77ｋｇ
　　※BMIの算出方法：体重（ｋｇ）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）＝BMI
　●新型コロナウイルス感染症に罹った場合の重症化リスクが高いと医師に認められた場合

【接種券の送付について】
　南房総市では、接種対象者の方が接種を希望する場合に速やかに接種できるよう、基礎疾患の有無に関
わらず、3回目接種を完了した１８歳以上の方全員に、順次接種券を送付します。
発送日：令和４年6月13日（月）から接種券を順次発送
	 ※3回目接種から4か月経過後を目安に週1回のペースで発送
	 ※�接種券の発送について、接種の予約機関等を考慮し、接種が可能となる時期よりも概ね1か月前に

送付します。

【接種方法】
　ワクチン接種実施医療機関での個別接種で実施します。集団接種は実施しません。
　ワクチン接種実施医療機関については、接種券等を送付する際に同封する案内をご確認ください。

【使用ワクチンについて】
　1～3回目に接種したワクチンの種類に関わらず、ファイザー社またはモデルナ社のワクチンを使用します。
4回目接種に必要なワクチンは国から供給されますが、その大半がモデルナ社ワクチンとなっているため、モ
デルナ社ワクチンでの接種が主になることが見込まれます。

【注　意】
・予約の際は、接種日が3回目接種から5か月経過後になるようご注意ください。
・接種対象でない方も、今後対象になる可能性がありますので、接種券の保管をお願いします。

重症化リスクが高い具体的な
基礎疾患についてはこちらから
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児
童
手
当
制
度
の
趣
旨

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の

安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会

を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
育
ち
を
応
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

変
更
内
容

①�

現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
に
な
り
ま

す
。（
一
部
受
給
者
は
引
き
続
き
提
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。）

②�

特
例
給
付
の
支
給
に
係
る
所
得
上
限
限

度
額
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

現
況
届
提
出
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
を

求
め
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
６
月
か

ら
、
児
童
の
養
育
状
況
に
変
わ
り
が
な
け
れ

ば
現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
に
な
り
ま

す
。

※�

た
だ
し
次
の
方
は
引
き
続
き
提
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。（
必
要
な
方
へ
は
５
月
末
に

通
知
済
み
で
す
。）

児
童
手
当
制
度
の
一
部
変
更
に

児
童
手
当
制
度
の
一
部
変
更
に

つ
い
て
の
ご
案
内

つ
い
て
の
ご
案
内①�

離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
し
て
い
る

受
給
者

②�

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
に
よ
り
、
住
民
票

を
南
房
総
市
で
は
な
い
市
区
町
村
に
置
い

た
ま
ま
、
南
房
総
市
か
ら
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
る
受
給
者

③�
支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
や
住
民
票
が
な
い

受
給
者

④�

法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、
施
設
等
の

受
給
者

⑤�

そ
の
他
、
南
房
総
市
か
ら
提
出
の
案
内
が

あ
っ
た
受
給
者

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
、
令
和
３
年
度
の
現

況
届
の
提
出
が
確
認
で
き
ず
一
時
差
止
中
の

方
は
、
当
該
年
度
の
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。

※
郵
送
で
提
出
が
で
き
ま
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
引
き
続
き
必
要
な
方

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
現
況
届
に
切
手
不
要
の
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

所
得
上
限
限
度
額
に
つ
い
て

　
従
来
の
所
得
制
限
限
度
額
に
加
え
て
、
新

た
に
所
得
上
限
限
度
額
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
4
年
10
月
支
給
分
か
ら
、
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
の
所
得
が
表
の
①
以
上
②

（
所
得
上
限
限
度
額
）未
満
の
場
合
、
法
律

の
附
則
に
基
づ
く
特
例
給
付（
児
童
1
人
当

た
り
月
額
一
律
５
，
０
０
０
円
）を
支
給
し

ま
す
。
な
お
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の

所
得
が
②
以
上
の
場
合
、
児
童
手
当
等
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
収
入
額
の
目
安
は
給
与
収
入
の
み
で
計
算

し
て
お
り
、
あ
く
ま
で
も
目
安
に
な
り
ま

す
。
実
際
は
、
様
々
な
控
除
を
し
た
後
の
所

得
額
で
確
認
し
ま
す
。

支
給
時
期

　
原
則
と
し
て
、
毎
年
６
月
、
10
月
、
２
月

の
10
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
を
支
給

し
ま
す
。（
10
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

直
前
の
平
日
と
な
り
ま
す
。）

支
給
手
続
き

認
定
請
求　

　
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
場
合
や
、
他
の
市

区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合
に
は
、
市
の
窓

口（
公
務
員
の
場
合
は
勤
務
先
）に「
認
定
請

求
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
市
の
認
定
を
受
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
申

請
し
た
月
の
翌
月
分
の
手
当
か
ら
支
給
し
ま

す
。

認
定
請
求
に
必
要
な
書
類

・
請
求
者
の
健
康
保
険
証

・
請
求
者
名
義
の
通
帳

・�

請
求
者
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
記
載

事
項
に
変
更
履
歴
の
な
い
通
知
カ
ー
ド
と

身
元
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※�

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
書
類
が
追

加
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係

	

☎
36 

― 

１
１
５
３

①所得制限限度額 ②所得上限限度額
扶養親族
等の人数

所得額
（万円）

収入額の目安
（万円）

所得額
（万円）

収入額の目安
（万円）

０人 622 833.3 858 1,071
１人 660 875.6 896 1,124
２人 698 917.8 934 1,162
３人 736 960 972 1,200
４人 774 1,002 1,010 1,238
５人 812 1,040 1,048 1,276
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こ
れ
か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に 

向
け
て
事
前
準
備
を
し
て

備
え
ま
し
ょ
う
！

こ
れ
か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

　
今
年
も
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。

台
風
接
近
前
か
ら
台
風
が
過
ぎ
る
ま
で
の
間

に
避
難
所
へ
避
難
す
る「
短
期
避
難
」を
行
う

場
合
で
も
、
避
難
中
の
食
べ
物
や
、
寝
る
た

め
の
毛
布
等
、
短
い
間
で
も
各
自
が
使
用
す

る
生
活
用
品
を
持
参
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
、
マ
ス
ク
や
体
温
計
、
使
い

捨
て
ス
リ
ッ
パ
等
の
室
内
履
き
も
持
参
し
、

自
身
を
感
染
か
ら
守
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
避
難
所
で
の
飛
沫
感
染
防
止
対
策
や

パ
ー
ソ
ナ
ル
空
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
簡

易
テ
ン
ト
を
持
ち
込

み
す
る
場
合
に
は
、

縦
横
２
ｍ
10
ｃｍ
ま
で

の
サ
イ
ズ
な
ら
持
ち

込
み
可
能
で
す
。

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
土
の
う
袋
は
各
自
で

用
意
を
！

　
大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
や
土
の
う
袋
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
い
ざ
欲
し
い
時
に
お
店
に
行
っ
た
ら
、

売
り
切
れ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
十
分
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
お
店
に
商
品
が
あ
る
う
ち
に
各
自
で
準
備

し
、
も
し
も
の
時
の
た
め
に
備
蓄
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
」と
は

　
「
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
」と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は「
防
災
」＋
英
語
の「
リ
テ
ラ

シ
ー
」を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。
リ
テ
ラ

シ
ー
は「
正
し
く
読
み
書
き
が
で
き
る
能
力
」

と
い
う
意
味
で「
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
」と
は
広

義
的
に「
防
災
の
知
識
」「
災
害
に
備
え
る
力
」

と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
・
津
波
・
台

風
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
今
こ
そ
一
人
ひ
と

り
の
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

避
難
情
報
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
避
難

所
の
開
設
状
況
を
含
め
、
防
災
行
政
無
線
や

安
全
安
心
メ
ー
ル
、
ヤ
フ
ー
防
災
な
ど
で
随

時
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し

て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
避
難
所
を
開
設
す

る
よ
う
な
大
規
模
な
地
震
や
風
水
害
等
が
発

生
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
を
考
え
、
平
時
の

事
前
準
備
お
よ
び
災
害
時
の
避
難
行
動
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
避
難
所
で
は
、
消
毒
薬
の
準
備
や
一
人

ひ
と
り
の
距
離
を
取
る
な
ど
の
対
策
を
し
ま

す
が
、
各
自
で
マ
ス
ク
や
体
温
計
、
使
い
捨

て
ス
リ
ッ
パ
等
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
所
混
雑
状
況
が
確
認
で
き
ま
す

　
現
在
、
避
難
所
は
コ
ロ
ナ
禍
の
３
密
を
避

け
る
た
め
、
収
容
人
数
が
通
常
時
の
３
分
の

１
程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
避
難
所
が
、
混
雑
ま
た
は
満
員
に
な
っ
て

い
て
、
別
の
避
難
所
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な

QRコードで登録できなかった場合は、
https://vacan.com/area/minamiboso-city-
evacuation/evacuation-center/10
とアドレス入力してください。
※�iPhoneの場合はsafari、androidの場合はchromeで起動
するようにしてください。
 
VACAN　MAP（バカン　マップ）と表示されますので、
表示されている避難所を選ぶと開設の有無や、混雑状況
を確認できます。

避難所混雑状況
見える化サービス
QRコード

ら
な
い
と
い
っ
た
状
況
を
避
け
る
た
め
、
混

雑
状
況
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム（
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
避
難
を
す
る
際
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

空き状況はこちらで
チェック！
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情
報
の
収
集
手
段
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
ょ
う

　
避
難
所
開
設
や
避
難
情
報
な
ど
の
防
災
情

報
は
、
防
災
行
政
無
線
、
安
全
安
心
メ
ー
ル
、

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス

　
防
災
行
政
無
線
の
内
容
を
電
話
で
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
24
時
間
以
内
の
放
送
に
限

り
ま
す
）

　
☎
36 

― 

１
９
０
０

　
各
世
帯
に
設
置
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線

の
戸
別
受
信
機
に
は
乾
電
池
が
入
っ
て
い
ま

す
。
電
池
切
れ
に
な
る
と
ピ
ー
ピ
ー
と
鳴
り

ま
す
の
で
、
電
池
の
定
期
的
な
交
換
を
し
て
、

非
常
時
に
情
報
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
定
期
的

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
安
心
メ
ー
ル
を
登
録
し
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
て
い

ま
す
が
、
雨
音
や
暴
風
に
よ
り
聞
こ
え
に
く

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
の
放

送
内
容
は
、
安
全
安
心
メ
ー
ル
で
も
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
の
で
配
信
登
録
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

Ｙ
ａ
ｈｏ
ｏ
！ 

防
災
速
報

　
南
房
総
市
は
、
ヤ
フ
ー
㈱
と
災
害
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
。
避
難
情
報
・
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
な
ど
の
緊
急
情
報
を「
Ｙ
ａ
ｈｏ
ｏ
！ 

防
災

速
報
」ア
プ
リ
で
発
信
し
、
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で

利
用
者
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！ 

防
災
速
報
」の
ご
利
用
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
無
料
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
ア
プ
リ
の
地
点
登
録
機
能
活
用
に
よ
り「
ど

こ
に
い
て
も
」市
の
災
害
情
報
受
信
が
可
能
と

な
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
だ
け
で
な
く
観
光
客
を
含
め「
誰
で

も
」市
の
災
害
情
報
を
受
信
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

安全安心メール配信登録方法
１．�QRコードで登録できなかった場合は、「aam-reg@
anzenlife.jp」を入力し、空メールを送ります。

２．�メール送信後、登録用メールが届くので、メール
添付のURLを選択し、登録画面に進んでくださ
い。

３．�氏名を入力後、希望するメール（防犯・防災）を選
択し、登録してください。

４．登録が完了すると、登録完了メールが届きます。

安心安全メール
登録用QRコード

「
避
難
」と
は「
難
」を「
避
」け
る
こ
と

　
自
宅
で
の
安
全
確
保
が
可
能
な
人
は
、
感

染
リ
ス
ク
を
負
っ
て
ま
で
避
難
場
所
に
行
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

避
難
所
の
過
密
を
防
ぐ
た
め
、
安
全
な
親
戚

や
友
人
の
家
に
避
難
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
感
染
の
疑
い
の
あ
る
人（
発
熱
や
倦
怠
感

等
）は
、
周
囲
の
避
難
者
へ
の
２
次
感
染
を
防

ぐ
た
め
に
も
広
域
避
難
所
で
は
な
く
、
自
宅

の
安
全
な
場
所
や
車
中
で
の
避
難
も
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
た
め
に
も
確

認
し
ま
し
ょ
う

　
防
災
マ
ッ
プ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
自

宅
周
辺
で
起
こ
り
う
る
災
害
を
確
認
し
、
有

事
の
際
に
取
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
裏
面
に

あ
る「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」を
参
考
に
、

ご
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Yahoo!防災速報
登録用QRコード

QRコードを読
み取り、アプリ
をダウンロード
してください。
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①
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
育
む
事
業

　
４
，
５
５
２
件　
９
，
７
６
０
万
６
千
円

②�
自
然
環
境
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
事
業

　
３
，
０
７
４
件　
　
　
６
，
６
２
４
万
円

③
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
５
８
６
件　
　
　
   　

１
，
３
２
３
万
円

④
市
長
に
お
ま
か
せ

　
９
，
０
０
０
件	
２
億
９
０
４
万
２
千
円

合　
計

　
１
７
，
２
１
２
件　

	

３
億
８
，
６
１
１
万
８
千
円

「
花
摘
み
観
光
」を
途
絶
え
さ
せ
た
く

な
い
！　

花
で
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
南
房
総
市

を
復
興
さ
せ
る
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦

　
長
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
露
地

の
花
畑
は
、
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
等

に
よ
る
被
害
や
、
現
在
も
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
来
場
者
の
減
少
に
加
え
、
作
付
面
積
の

縮
小
も
重
な
り
、
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
特
徴
あ
る
地
域
産
業
の
継
続
的

な
発
展
の
た
め
、
花
の
販
売
で
の
土
台
作
り

と
、
南
房
総
市
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
市
内
外
の
多
く
の

方
か
ら
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
目
標
額
を
大
き

く
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、
農
地
の
再
整
備

に
よ
る
花
畑
の
再
生
に
加
え
、
多
く
の
人
が

訪
れ
、
ま
た
訪
れ
た
く
な
る
観
光
地
と
し
て

の
復
興
の
た
め
の
費
用
と
し
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

寄
附
金
の
使
い
道

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

寄
附
金
は
、
市
が
実
施
す
る
色
々
な
事
業
の

予
算
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
活
用
し
、
令
和
４

年
度
に
取
り
組
む
主
な
事
業
は
８
ペ
ー
ジ
の

と
お
り
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
実
施
す

る
事
業
の
う
ち
、
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
育
む
事
業

　
南
房
総
市
の
未
来
を
担
う
す
べ
て
の
子
ど

も
達
の
い
き
い
き
と
し
た「
笑
顔
」を
継
続
す

る
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

 ・
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
０
歳
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
が
医
療
機
関
を
通
院
、
ま
た
は
入
院
し
た

場
合
、
健
康
保
険
の
適
用
と
な
る
医
療
費
の

自
己
負
担
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、「
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」と
い
う
思
い
を
、
地
方
公
共
団
体
へ

の
寄
附
金
と
い
う
形
で
表
す
制
度
で
す
。

　
寄
附
を
行
う
と
、
個
人
住
民
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
寄
附
先

は
出
身
地
に
限
ら
ず
、
全
都
道
府
県
・
市
町
村
か
ら
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、「
故
郷
へ
の

恩
返
し
」と
い
う
面
に
加
え
、「
好
き
な
地
域
を
応
援
す
る
」と
い
う
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
お
申
込
み
い
た
だ
く
際
、
４
つ
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
寄
附
金
の
活
用

先
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
業
メ
ニ
ュ
ー
ご
と
の
寄
附
件
数
、
寄
附
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

３億８６１１万８千円令和３年度ふるさと納税報告
総寄附額

地域の資源を復活させ産業振興を図ります
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・
発
育
発
達
支
援
事
業

　
小
集
団
遊
び「
き
ら
り
ん
く
ら
ぶ
」や
、
臨

床
心
理
士
が
相
談
に
の
る「
幼
児
相
談
」、
言

葉
の
発
達
に
関
す
る「
こ
と
ば
の
相
談
」、
理

学
療
法
士
に
よ
る「
個
別
リ
ハ
」等
、
発
育
発

達
に
心
配
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
専

門
家
の
助
言
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。

 ・
拠
点
施
設
管
理
運
営
事
業

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
の
ぼ
の
の
運
営

費
等
に
活
用
し
ま
す
。
妊
娠
期
か
ら
幼
稚
園

入
園
前
ま
で
の
親
子
が
利
用
で
き
る
施
設
と

し
て
、
子
育
て
世
代
を
応
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
年
齢
の
子
ど
も
が
親

子
で
参
加
す
る
教
室
、
季
節
に
合
わ
せ
た
イ

ベ
ン
ト
等
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
し
な
が

ら
活
動
し
ま
す
。

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
共
働
き
世
帯
等
の
小
学
生
の
た
め
に
放
課

後
や
夏
休
み
に
過
ご
す
遊
び
と
生
活
の
場
を

提
供
す
る
た
め
、
市
内
５
か
所
に
学
童
保
育

所
を
設
置
し
、
外
３
か
所
の
民
間
学
童
ク
ラ

ブ
の
運
営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

自
然
環
境
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

事
業

　
「
青
い
海
、
緑
豊
か
な
山
に
囲
ま
れ
た
美

し
い
ま
ち
並
み
が
、
い
つ
ま
で
も
当
た
り
前

で
あ
る
よ
う
に
」維
持
・
継
承
の
た
め
活
用

し
ま
す
。

 ・
里
山
づ
く
り
拠
点
整
備
事
業

　
ハ
イ
キ
ン
グ
や
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
場

と
し
て
活
用
さ
れ
る
場
所
で
あ
り
、
野
生
動

物
が
生
息
す
る
場
所
と
し
て
大
切
な
里
山
の

維
持
管
理
を
、
地
元
の
団
体
に
委
託
し
、
年

間
を
通
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
美
化
や

管
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 ・
森
林
環
境
保
全
直
接
支
払
事
業

　
森
林
は
木
材
等
の
林
産
物
を
生
産
す
る
だ

け
で
な
く
、
県
土
の
保
全
、
水
資
源
の
涵

養
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
様
々
な
機
能
を

持
っ
て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。

　
造
林
・
間
伐
・
下
刈
り
を
行
い
森
林
の
環

境
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
間
伐

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
良
質
な
木
材
を
生
産

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

・
公
園
・
遊
歩
道
管
理
事
業

　

観
光
振
興
及
び
来
訪
者
の
利
便
性
を
図

る
た
め
、
自
然
を
活
用
し
た
、
ゆ
っ
く
り

ゆ
っ
た
り
快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
づ
く
り
や

健
康
増
進
を
目
的
に
、
40
箇
所
以
上
の
観

光
公
園
・
遊
歩
道
・
登
山
道
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

・
河
川
等
水
質
検
査

　

市
内
の
河
川
等
の
68
地
点
で
採
水
、
検

体
の
分
析
を
行
い
水
質
汚
濁
の
状
況
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
水
質
検
査
の
結
果
は
、
水
質

を
保
全
す
る
対
策
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎

デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

・
雑
排
水
処
理
施
設
維
持
管
理
事
業

　

家
庭
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
を
抑
制
す

る
た
め
に
家
庭
浄
化
槽
設
置
補
助
の
ほ
か
に

雑
排
水
処
理
施
設
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

雑
排
水
処
理
施
設
は
自
然
豊
か
な
磯
根

資
源
の
維
持
や
海
水
浴
場
の
水
質
保
全
の
た

め
、
24
時
間
稼
働
し
て
い
ま
す
。
排
水
路
か

ら
排
水
を
汲
み
上
げ
て
浄
化
し
た
の
ち
に
海

に
返
し
て
い
ま
す
。
海
水
浴
場
の
水
質
保
全

に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

・
不
法
投
棄
防
止
対
策
事
業

　
南
房
総
市
で
は
、
不
法
投
棄
監
視
員
に
よ

る
監
視
区
域
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
頻
発
箇
所
に
は
監
視
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
生
活
環
境
の
保
全
、
美
し
い
ふ
る

さ
と
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

・
環
境
都
市
づ
く
り
推
進
事
業

　
南
房
総
市
の
望
ま
し
い
環
境
像
を
実
現
す

る
た
め
、
市
の
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

地
球
温
暖
化
対
策
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
、
環
境
学
習
な
ど
事
業
者
及
び
市
民
等

と
協
働
で
取
り
組
む
施
策
や
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
、

環
境
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
は
、
毎

年
エ
コ
ラ
イ
フ
★
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
ま

す
。
児
童
・
生
徒
が
ポ
ス
タ
ー
で
呼
び
か
け

る
、
環
境
保
護
や
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
組

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
な
っ
て
家

庭
に
配
布
さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
環

境
啓
発
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
市
民
や
市
民
団

体
に
よ
る“
活
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
”の
た

め
に
活
用
し
ま
す
。

・
植
栽
管
理
委
託
料

　

市
道
等
の
植
栽
管
理
を
地
域
の
市
民
活

きれいな河川を維持していきます
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動
団
体
に
委
託
し
、
年
間
を
通
し
て
道
路
美

化
や
維
持
管
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
南
房
総
市
に
住
ん
で
い
る
人
も
、
観
光
で

訪
れ
た
人
も
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
過
ご

せ
る
よ
う
に
道
路
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

・
環
境
美
化
活
動
推
進
事
業
交
付
金

　

行
政
区
等
が
行
う
地
域
の
環
境
美
化
活

動
に
助
成
し
、
南
房
総
市
の
環
境
保
全
と
生

活
環
境
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
自
ら
住
み
や
す
く
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

美
化
活
動
は
、
ふ
る
さ
と
の
環
境
保
全
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

・
自
主
防
災
組
織
補
助
金

　

大
き
な
災
害
発
生
時
に
は
、
警
察
や
消

防
、
市
の
職
員
が
す
ぐ
に
救
助
に
駆
け
つ
け

ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
共
助
の
中
核
と

な
っ
て
い
る
自
主
防
災
組
織
の
地
域
防
災
力

向
上
を
図
る
た
め
、
体
制
や
資
材
の
整
備
に

か
か
る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
保
険
料

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
行
う
地
域
社
会
活
動

や
社
会
奉
仕
活
動
等
の
中
で
起
き
た
損
害
賠

償
責
任
事
故
や
傷
害
事
故
に
対
し
て
、
あ
ら

か
じ
め
市
と
契
約
し
て
あ
る
保
険
会
社
か
ら

保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
産
学
協
働
地
域
活
力
創
造
事
業

　

大
学
生
と
大
学
教
員
が
地
域
の
住
民
や

学
校
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
行
政
と
と
も
に
、

地
域
の
課
題
解
決
ま
た
は
地
域
づ
く
り
に
継

続
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
及
び
地

域
の
人
材
育
成
に
資
す
る
活
動
で
す
。

 

市
長
に
お
ま
か
せ

　
市
政
全
般
に
活
用
し
ま
す
。

 ・
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
減
少
し

た
観
光
客
を
呼
び
戻
せ
る
よ
う
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
の
作
成
、

「
い
い
と
こ
ど
り
」Ｈ
Ｐ
運
営
管
理
、
ラ
ジ

オ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
対

す
る
補
助
金
な
ど
、
南
房
総
市
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
、
観
光
客
の
誘
致
を
行
い
ま
す
。

項　　目 金額（千円） 事　　　業 予算額（千円） 活用額（千円）

子どもたちの笑顔を育む事業 40,000

子ども医療費助成事業 71,125 30,000
読書活動推進事業費 732 500
発育発達支援事業 693 500
拠点施設管理運営事業 14,442 3,000
放課後児童健全育成事業 70,557 6,000

小　　計 157,549 40,000

自然環境を活かした地域づくり事業 28,000

里山づくり拠点整備事業 2,751 2,000
森林環境保全直接支払事業 4,516 1,000
公園・遊歩道管理事業 20,721 15,000
河川水質検査業務委託料 3,076 2,000
雑排水処理施設維持管理事業 7,199 4,500
不法投棄防止対策事業 11,460 3,000
環境都市づくり推進事業 21,355 500

小　　計 71,078 28,000

市民が主役のまちづくり事業 5,000

道路維持事業のうち植栽管理委託料 1,276 500
環境衛生一般事業のうち環境美化活動推進事業交付
金 3,441 1,000
自主防災組織補助金 6,000 1,500
工事材料費地元支給分 260 200
協働のまちづくり活動保険料 1,078 500
産学協働地域活力創造事業 9,656 1,300

小　　計 21,711 5,000

市長におまかせ 80,000

農地・農業用施設維持管理事業 16,753 8,000
観光ＰＲ事業 16,599 10,000
観光トイレ管理事業 40,085 20,000
道の駅総務費 20,212 10,000
海水浴場安全対策事業 67,022 32,000

小　　計 160,671 80,000

クラウドファンディング繰越金 4,475 あわび稚貝放流事業補助金 10,580 1,175
枇杷山再生支援事業費補助金 3,300 3,300

小　　計 13,880 4,475
157,475 157,475

魅力ある観光地のPRを行います
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・
観
光
ト
イ
レ
管
理
事
業

　

観
光
振
興
及
び
来
訪
者
の
利
便
性
を
図

る
た
め
、
海
岸
線
を
中
心
と
し
て
、
市
内
約

60
箇
所
の
観
光
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
清
潔
で
快
適
に
利
用
で
き
る
施

設
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
太
陽
光
発
電
や
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
施

設
管
理
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
海
水
浴
場
安
全
対
策
事
業

　
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
の
配
置
や
海
岸
整
地
な

ど
の
海
水
浴
場
環
境
整
備
を
行
い
、
観
光
客

の
皆
様
に
安
全
で
快
適
な
海
水
浴
場
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

一
緒
に
南
房
総
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
せ
ん
か

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
の
品
を
募
集
し

ま
す

 　
南
房
総
市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
と

な
る
地
方
団
体
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

 　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
収
入
の
増
加
を
図

る
と
同
時
に
市
内
産
業
を
振
興
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
南
房
総
市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ

れ
た
人
の
う
ち
、
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
を

対
象
に
市
内
の
生
産
事
業
者
が
提
供
す
る
特

産
品
を
返
礼
品
と
し
て
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

市
外
に
い
る
ご
親
戚
や
、
南
房
総
市
を

「
第
２
の
ふ
る
さ
と
」と
感
じ
て
く
れ
て
い
る

全
国
の
人
々
が
対
象
で
す
。

協
賛
事
業
者
に
な
る
メ
リ
ッ
ト

　
ふ
る
さ
と
納
税
専
門
サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス｣｢

楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
」な
ど
に
、

返
礼
品
の
画
像
や
紹
介
文
、
協
賛
事
業
者
の

名
称
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
協
賛
事
業
者
は
、

返
礼
品
を
発
送
す
る
際
に
、
事
業
案
内
や
製

品
カ
タ
ロ
グ
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封

す
る
こ
と
で
、
販
売
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
ま
す
。

応
募
要
件

①�

本
社（
本
店
）、
支
社（
支
店
）及
び
事
業

所
、
工
場
が
市
内
に
あ
る
企
業
・
団
体
ま

た
は
個
人
業
者
で
あ
る
こ
と
。

　

�

南
房
総
市
の
魅
力
を「
体
感
で
き
る
」 「
懐

か
し
ん
で
い
た
だ
け
る
」 

も
の
で
あ
り
、

地
域
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
要
素
を
も

つ
商
品
等
で
あ
る
こ
と
。

②�

南
房
総
市
で
生
産
、
製
造
、
加
工
さ
れ
て

い
る
も
の
、
市
内
の
原
材
料
を
使
用
し
て

い
る
も
の
、
市
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
も

の
。

③�

品
質
及
び
数
量
の
面
に
お
い
て
、
安
定
供

給
が
見
込
め
る
こ
と
。

　

�（
た
だ
し
、
期
間
限
定
・
数
量
限
定
で
供

給
可
能
な
も
の
は
取
扱
と
す
る
。）

④
商
品
情
報
の
開
示
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

選
考
方
法

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
取
扱
事
業
者
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

企
画
財
政
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
商
品
の
審
査
を
経
て
返
礼
品
に
認
定
し
ま

す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
取
扱
事
業
者
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」が
必
要
な
方
は
企
画
財

政
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ふるさと納税者
（寄附者）

南房総市
（委託業者） 生産事業者

①②

③⑤⑥

④

①寄附
②返礼品
　選択

③送付先
　情報を
　連絡

④返礼品
発送

⑥代金
　支払い

⑤発送完了
　報告・請求

（例）�１０，０００円の寄付をした市外者が返礼品を
希望した場合

　南房総市がふるさと納税（寄附金）を受けると、ふるさ
と納税者に納税額（寄附金額）の３割相当の返礼品を送り
ます。市が委託する業者から発送先情報の連絡をしま
すので、寄附者に商品登録をしていただいたお礼の品
３，０００円相当（送料・消費税込み）の返礼品を送って
いただきます。精算は発送完了後に行います。代金は
市が委託する業者から生産事業者に支払われます。

ふるさと納税のしくみ

さまざまな体験メニューを用意しています
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チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
の
公
開
審
査
を
実
施

　
自
主
的
、
自
発
的
に
公
益
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
活

動
団
体
を
応
援
す
る「
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」の

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
に
提
案
し
た
団
体
の
公
開
審
査
会
を
、
4
月
23
日

（
土
）、
と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部
を
会
場
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
民
と
行
政
の
相
互
の
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
19
年
度
に

ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
16
年
目
と
な
る
今
年
は
、
こ
れ
か
ら
市
民
活
動

に
取
り
組
み
始
め
る
団
体
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た「
は
じ
め
の
一
歩

コ
ー
ス
」（
上
限
5
万
円
）に
は
残
念
な
が
ら
応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、、
活
動
を
一
層
充
実
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の「
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ス
」（
上
限
30
万
円
）に
9
団
体
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
は
書
類
審
査
と
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
団
体
も
写
真
や
ス
ラ
イ
ド
を
駆
使
し

て
、
提
案
内
容
を
説
明
し
、
採
択
に
向
け
た
熱
意
を
直
接
審
査
委
員

に
伝
え
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
9
団
体
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

多
彩
な
市
民
活
動
が
始
ま
り
ま
す

　
昨
年
度
か
ら
引
き
続
く
大
井
地
区
の
竹
を
有
効
活
用
し
た
資
源
創

出
、
南
房
総
市
産
さ
と
う
き
び
の
シ
ロ
ッ
プ
等
商
品
開
発
、
岩
井
川

源
流
部
自
然
整
備
事
業
、
三
芳
地
区
の
方
言
集
の
普
及
、
和
田
地
域

の
伝
統
産
業「
花
」と「
鯨
」に
よ
る
地
域
活
性
化
、
民
話
・
伝
承
の
伝
わ

る
平
舘
地
区
名
戸
川
原
の
整
備
活
性
化
、
川
口
地
区
休
耕
田
対
策
支

援
に
よ
る
地
域
活
性
化
、
新
規
事
業
に
は
落
語
等
伝
統
話
芸
の「
鑑

賞
、
理
解
、
体
験
」事
業
、
地
域
の
竹
林
を
活
用
し
た
バ
ン
ブ
ー
グ

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
づ
く
り
な
ど
、
多
彩
な
市
民
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
採
択
団
体
と
提
案
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

多彩な活動の９団体を採択
市民提案型まちづくりチャレンジ事業
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チャレンジコース　９団体

①大井里山保全協議会
　～大井地区竹資源活用プロジェクト～
　地域で邪魔者になっている竹を有効活用
するための商品開発やイベントを開催し、
日本酪農発祥の地「酪農のさと」周辺に新し
い観光資源を創出します。
（丸山地区・３年目）

③南房総三龍亭　
　～伝統話芸わくわくプロジェクト～
　伝統話芸（落語、講談、琵琶）の魅力を子
供から大人まで幅広い世代に「鑑賞・理解・
体験」をとおして、人生の楽しみや個々の
可能性を広げ、地域のさらなる文化の振興
を目指します。
（和田地区・１年目）

⑤川上かわたん　
　～岩井川源流部自然整備事業～　
　岩井川源流部の大滝（おおだい）に向かう
川沿いに遊歩道を整備し、魅力をたくさん
の人に伝え、交流人口を増やし、移住定住
のきっかけづくりを行います。
（富山地区・２年目）

⑦平舘チャンネルの会
　～なづがっぱらワンダーランド再生～
　美しい里山と田園風景、奇岩等に恵ま
れ、民話・伝承の伝わる平舘地区の名戸川
原（なづがっぱら）を整備し、地域活性化を
図ります。
（千倉地区・１年目）

⑨三芳・方言の会
　～「方言もいいやで」プロジェクト～
　三芳地区の方言をまとめて資料集をつく
り、地域の歴史や文化の関心を高める取り
組みを行います。
（三芳地区・２年目）

②チーム花鯨
　～花と鯨による和田地域の活性化事業～
　和田地域の伝統的産業となっている「花」
と「鯨」に焦点をあてた絵画コンクールや植
栽活動、ビーチクリーンをとおして地域活
性化を目指します
（和田地区・２年目）

④さとうきびの里　南房総
　～さとうきびシロップ及び関連商品開発
	 による「さとうきびの里づくり」～

　南房総市産さとうきびからシロップや関
連商品を開発して、休耕田の再利用を目指
します。また、ラム酒の原料となるモラセ
スやさとうきびジュースの製造方法を研究
開発します。
（千倉地区・３年目）

⑥Flower Seed
　～花と海と太陽の町プロジェクト～
　千倉町川口地区休耕田対策の応援を行
い、花と海と太陽の町をとり戻し地域活性
化を目指します。
（千倉地区・１年目）

⑧里山素材研究所
　～竹材を利用したサスティナブルな
	 農業用ハウス建設事業～

　放置竹林の竹を利用した農業用ハウスの
建設を風の強い南房総でも安心して使える
タイプのハウスを開発し、効果を検証して
いきます。
（三芳地区・１年目）

※�各団体が今年度の取組成果を発表する「市民活動
発表会」を、令和５年
３月２１日（火・春分
の日）・とみうら元気
倶楽部にて開催を予
定しています。
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国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る

地
方
税
法
の
改
正

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

　
医
療
分
の
課
税
限
度
額
が
63
万
円

か
ら
65
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援

分
の
課
税
限
度
額
が
19
万
円
か
ら

20
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
の
保
険
税
減
免

　
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
子
ど
も
の
均
等
割
額
の
一
部
を

減
免
し
ま
す
。

減
免
の
対
象

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

18
歳
未
満
の
子
ど
も（
令
和
4
年
度
に

つ
い
て
は
、
平
成
16
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
）の
い
る
世
帯
の
世

帯
主

※
未
申
告
世
帯
を
除
き
ま
す
。

減
免
の
内
容

・�

均
等
割
保
険
税
額
の
２
分
の
１
を

減
免
し
ま
す
。

・�

軽
減
措
置
対
象
世
帯
は
、
軽
減（
7

割
・
5
割
・
2
割
）後
の
均
等
割
額

の
2
分
の
1
を
減
免
し
ま
す
。

・�

子
ど
も
の
均
等
割
減
免
後
の
税
額

が
課
税
限
度
額
を
超
え
て
い
る
場

合
は
、
課
税
限
度
額
が
税
額
と
な

り
ま
す
。

・�

減
免
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
方

　
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。

　
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
く
て
も
家
族
が
加
入
し
て

い
る
場
合
、
世
帯
主
に
納
税
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

普
通
徴
収

　

普
通
徴
収
の
納
期
は
年
8
回(

７

月
か
ら
翌
年
2
月
ま
で
の
各
月)

で
す
。

　
平
成
26
年
4
月
か
ら
原
則
口
座
振

替
と
な
り
ま
し
た
が
、
口
座
振
替
が

困
難
な
場
合
は
、
納
付
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
も
し
く
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ

ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

な
ど
で
必
ず
納
期
限
内
に
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

●国民健康保険税納税通知書・
　後期高齢者医療保険料額決定通知書を送付します

保険年金課　☎３３－１０６０

軽減該当

種　　類 離職理由 雇用保険の受給資格者証の該当
する理由コード

雇用保険の特定
受給資格者

倒産、解雇などの事業主
都合によるもの

11・12・21・22・31・
32

雇用保険の特定
理由離職者

雇用期間満了などによる
もの 23・33・34

特
別
徴
収

　
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
で「
加
入
者
全
員
が
65
歳
か
ら
74

歳
」な
ど
の
一
定
の
条
件
を
満
た
す
人

は
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収(

年
金
か
ら
の
天
引
き)

で
納
め
る
人
に
は
、
7
月
下
旬
に『
税

額
決
定
通
知
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
』を
送
付
し
ま
す
。
特
別
徴
収
の
納

期
は
年
6
回（
年
金
支
給
月
）で
す
。

※�

特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、

口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

離
職
し
た
人
の
軽
減
制
度

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
倒

産
、
解
雇
な
ど
で
離
職
し
た
65
歳
未

満（
離
職
時
の
年
齢
）の
人
が
、
雇
用

保
険
の
手
続
き
に
よ
り
認
定
さ
れ
た

場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

概
要

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
離

職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
離
職

日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で

の
間
、
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０

分
の
30
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者
証（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
事
前
に
受
給
資
格
者

証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。）

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書

を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
第
１
期
の
納
期
限
は
８
月
１
日（
月
）で
す
。

納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
送
付

　
75
歳
以
上
の
人
と
、
一
定
の
障
害
が
あ
り

認
定
を
受
け
た
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
の

「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」を
7
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
め
方

普
通
徴
収

　

7
月
か
ら
翌
年
2
月
ま
で
の
8
回
に
分
け

て
、
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

も
し
く
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い
、

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

と
な
っ
た
人
は
、
加
入
か
ら
当
分
の
間
、
特

別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）を
開
始
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、
普
通
徴
収
と
な
り

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替
を
し
て
い

た
人
が
、
引
き
続
き
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
で
も
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

新
た
に
口
座
振
替
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

特
別
徴
収

　

7
月
下
旬
に「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」

と「
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」を
送
付
し
ま

す
。
特
別
徴
収
の
納
期
は
年
6
回（
年
金
支

給
月
）で
す
。

期別 納期限 期別 納期限

１期 　８月　１日（月） ５期 11月 30日（水）

２期 　８月 31日（水） ６期 12月 26日（月）

３期 　９月 30日（金） ７期 　１月 31日（火）

４期 10月 31日（月） ８期 　２月 28日（火）

な
ど
の
被
用
者
保
険（
国
民
健
康
保
険
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
組
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
）の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
均
等
割

額
が
、
加
入
後
２
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
５

割
軽
減
と
な
り
、
所
得
割
額
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
世
帯
の
所
得
が
低
い
方

は
、
均
等
割
額
の
軽
減（
７
割
軽
減
）が
受
け

ら
れ
ま
す
。

※�

特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
口
座

振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
内
容

　
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担
す
る「
均

等
割
額
」と
、
被
保
険
者
の
前
年（
令
和
3
年

中
）所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得
割
額
」

の
合
計
額
を
も
と
に
、
令
和
4
年
4
月
か
ら

翌
年
3
月
ま
で
の
12
か
月
分（
加
入
月
数
に

応
じ
て
月
割
さ
れ
ま
す
）が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

均
等
割
額　
4
万
3
千
4
百
円

所
得
割
額　

基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額

に
所
得
割
率
の
８
・
39
％
を
か
け
た
額

賦
課
限
度
額（
1
人
あ
た
り
の
保
険
料
の
最

高
額
）66
万
円　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減

　
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
、
均
等
割
額

の
７
割
、
５
割
、
２
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合

有料広告有料広告

令和 4年度　国民健康保険税・後期高齢者医療保険料納期限（普通徴収）
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健康推進課健康推進課 36-115436-1154

令和４年度の標語：いただきます　人生１００年　歯と共に

「歯と口の健康週間」は、お口の健康を見直すチャンスです！

お口の健康は歯周病予防から

歯周病が全身に及ぼす影響

歯周病の予防のポイント

かかりつけ歯科医で定期健診を受けよう

　　６月４日（土）から１０日（金）までは、

歯と口の健康週間です

　歯周病は、歯と歯ぐきの境目に付いた歯垢（プラーク）の中に存在する歯周病菌が増えることで炎症を起こ
し、歯を支える歯ぐき（歯肉）や骨（歯槽骨）が壊されていく病気で、歯を失う原因の一つと言われています。
歯周病の初期段階では自覚症状がほとんどなく、気づかないうちに進行していきます。症状としては、歯ぐ
きが腫れる、出血する、歯がぐらぐらする、口臭が強くなるなどがあります。

　歯周病は、お口の健康に影響を及ぼすだけでなく、全身の健康
に影響することがあります。
　歯周病によって歯を失うと、食べられるものが減り、低栄養状態になると、免
疫力が低下、感染症のリスクが高まります。また、歯周病菌からできた炎症物質
は、歯ぐきの血管から血流に乗って全身に感染し、さまざまな影響を引き起こす
ことがわかってきました。

　歯周病を予防するためには、歯垢（プラーク）と歯石の除去
が大切です。正しいブラッシングを身につけて歯垢を確実に
落とすようにしましょう。歯間ブラシ、デンタルフロス（糸よ
うじ）などを合わせて使い、丁寧に歯みがきをしましょう。
　歯石は歯ブラシだけでは落とすことができないため、定期
的に歯科医院で歯石除去及び歯面清掃をしてもらいましょう。

　皆さんはかかりつけ歯科医をお持ちですか？
　生涯にわたって歯や口の健康を守るために「かかりつけ歯科医」は必要です。かかりつけ歯科医は、内科等
の主治医と同じように、患者の状況やライフサイクルに合わせてお口の健康を支援してくれる歯科医のこと
です。歯が痛くなってから歯科医院に行くのではなく、「むし歯や歯周病になる前に、歯を守るために歯科医
院に行く」ことを習慣づけましょう。かかりつけ歯科医を持つ人のほうが、持たない人より生活習慣病などに
かかる医療費も少なく元気で長生きする傾向にあることがわかっています。生涯、自分の歯でおいしく食事
をするために、歯周病やむし歯の早期発見・治療のためにも気軽に相談できるかかりつけ歯科医を持ち、年
に１回は歯科健診や予防処置を受けましょう。

－歯周病と糖尿病の関係－
　歯周病になると、歯ぐきの炎症によって出てくる物質がインスリンの血糖値をコントロールする働きを妨げ
ることで高血糖になり、糖尿病が発症・進行しやすくなります。反対に、糖尿病の人は免疫の働きが低下す
ることで、歯ぐきの炎症が起こりやすくなるため、糖尿病が歯周病をもたらし、悪化させると言われていま
す。適切な歯周病の治療をすると糖尿病の血糖値も改善できることが明らかになっています。
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事
務
室
移
転
の
お
知
ら
せ

　
健
康
推
進
課
の
事
務
室
が
変
わ
り

ま
し
た
。

　
大
規
模
改
修
工
事
に
伴
い
、
三
芳

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
執
務
し

て
お
り
ま
し
た
健
康
推
進
課
は
、

６
月
６
日（
月
）か
ら
三
芳
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　
ご
利
用
の
際
は
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新しい生活様式における歯科受診について

～成人歯科検診のご案内～

・�自己判断による治療中断はむし歯や歯周病の重症化につながります。
　�　むし歯や歯周病の治療を中断してしまうと、健康な状態から発症するまでより何倍も速いスピードで病
気が進行していくことが考えられます。治療の延期などについては自分だけで判断せず、まずは、かかり
つけ歯科医にご相談ください。

・�ウイルス感染予防のためにも口腔健康管理が重要
　�　適切な時期に、適切な治療や定期健診、歯の清掃を行うことは、新型コロナウイルス感染症への感染リ
スクを下げることにもつながります。
　　新しい生活様式の中でも、歯の治療と歯科検診は必要です。

　市では、今年度40歳、50歳、60歳、70歳になる人を対象に９月１日（木）から12月28日（水）まで成人歯科
検診を実施します。検診料金は900円です。希望する人で申し込みをしていない人は健康推進課まで申し込
みください。申し込みをした人には、検診時期が近くなりましたら検診案内（受診票など）を送ります。

『楽ラク筋トレ教室』参加者募集
　５年後、１０年後も今と同じように元気に動ける自信はありますか？
　いつまでも自分の足で歩き続けていくために今からできることを始めてみませんか。
　自宅でも継続して取り組める筋トレなどを体験し、自分にあった運動習慣を身につける
教室を行います。生活習慣病予防やロコモ予防、普段運動不足を感じている人はぜひ
ご参加ください。

と　き　午後１時30分から午後３時まで
ところ　三芳農村環境改善センター（大会議室）
内　容　�誰でも手軽に筋肉をつけられる運動、体重・体

脂肪率の計測、血圧測定、ロコモ予防・生活習
慣病予防・食生活に関する講話

持ち物　タオル、飲み物、室内用運動靴
参加費　無料
定　員　15人（先着順）
申込期間　６月17日（金）まで

　 　健康推進課
	 ☎３６－１１５４

【日程】

期日 テーマ

6月20日（月）
ロコモ予防・生活習慣病
予防、食生活の講話、ロ
コモ度チェック

6月27日（月） 運動実技①

7月　4日（月） 運動実技②

7月　7日（木） 運動実技③

　
健
康
推
進
課

　
　
南
房
総
市
谷
向
１
１
１
６ 

― 

２

	

☎
36 

― 

１
１
５
４
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健康増進室利用講習会健康増進室利用講習会
再開のお知らせ再開のお知らせ

　新型コロナウィルス感染症対策により、暫くの間中止していました健康増進室新規利
用者のための講習会を再開します。とみうら元気倶楽部健康増進室には健康機器(有酸
素運動トレーニング機器・セットマシントレーニング機器)があり、日ごろの運動不足解
消にぜひお役立てください。
　健康増進室は、市の講習会を受講し登録証を発行された方のみの利用となります。
ご利用を希望される方は予め講習会を受講してください。

会　場：とみうら元気倶楽部　健康増進室
対象者：市内在住の満年齢16歳以上の方
定　員：�１回３名（※新型コロナ感染症対策

としての人数制限）
持ち物：�運動のできる服装・室内用運動

靴・タオル・マスク

　６月10日（金）午前8時30分から受付を開始し、定員（３名）に達し次第締め
切りとなります。事前受付はいたしません。とみうら元気倶楽部(TEL３３－
３４１１)まで電話でお申込みください。
※�新型コロナウィルス感染症対策により、急遽中止となる場合がありますの
でご了承下さい。

講習会開催日

６月開催日 講習の時間

　６月17日（金） 13：30～ 15：00

　６月24日（金） 13：30～ 15：00

申込み方法
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対
象
者（
次
の
要
件
の
全
て
を
満
た
す
者
）

⑴�

市
内
に
所
在
す
る
法
人
又
は
住
所
を
有

す
る
個
人
事
業
主

⑵
市
内
に
所
在
す
る
宿
泊
施
設
の
事
業
者

⑶�

同
一
の
宿
泊
施
設
に
、
こ
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

⑷
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑸
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と
。

対
象
事
業

　

事
業
者
が
市
内
の
宿
泊
施
設
に
お
い
て
、

市
内
で
掘
削
さ
れ
た
温
泉
を
利
用
す
る
新
規

温
泉
施
設
の
整
備
に
必
要
な
工
事
。

※�

大
浴
場
等
を
対
象
と
し
、
客
室
専
用
の
温

泉
施
設
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※�

宿
泊
施
設
と
は
、
旅
館
業
法
の
許
可
を
受

け
、
宿
泊
料
を
と
っ
て
人
を
宿
泊
さ
せ
る

施
設
で
す
。

※�

新
規
温
泉
施
設
と
は
、
初
め
て
温
泉
法
の

温
泉
の
浴
用
の
利
用
許
可
を
受
け
た
施
設

で
す
。

補
助
対
象
経
費

　
新
品
の
設
備
等
の
取
得
に
要
す
る
経
費

対
象
者（
次
の
要
件
の
全
て
を
満
た
す
者
）

⑴�

市
内
に
所
在
す
る
法
人
又
は
住
所
を
有

す
る
個
人
事
業
主

⑵
市
内
に
所
在
す
る
宿
泊
施
設
の
事
業
者

⑶�

同
一
の
宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
申
請
制
限

期
間
内
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
こ
と
。

※�

令
和
２
年
度
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受

け
た
人
で
も
、
温
泉
施
設
浴
槽
整
備
事
業

は
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑷�

同
一
の
宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
南
房
総
市

新
規
温
泉
施
設
設
備
整
備
事
業
補
助
金

の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
交
付
決

定
を
受
け
た
年
度
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

⑸
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑹
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と
。

対
象
事
業

　

事
業
者
が
市
内
の
宿
泊
施
設
に
お
い
て
、

市
内
で
掘
削
さ
れ
た
温
泉
を
利
用
す
る
既
存

温
泉
施
設
の
整
備
に
必
要
な
工
事
。

※�

大
浴
場
等
を
対
象
と
し
、
客
室
専
用
の
温

泉
施
設
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

新
規
温
泉
施
設
設
備

新
規
温
泉
施
設
設
備

　
　
　
　
　
整
備
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
整
備
事
業
補
助
金

温
泉
郷
の
活
性
化
に
係
る

温
泉
郷
の
活
性
化
に
係
る

　
　
　
施
設
整
備
事
業
補
助
金

　
　
　
施
設
整
備
事
業
補
助
金

補
助
率

　
３
分
の
２
以
内（
上
限
１
０
０
０
万
円
）

申
請
受
付
期
間 

　
６
月
１
日（
水
）か
ら
７
月
15
日（
金
）ま
で

※�
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
受
付
締
切
日

当
日
消
印
有
効

そ
の
他

・�

こ
の
補
助
事
業
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

観
光
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

的
と
し
て
、
令
和
４
年
度
の
限
定
の
事
業

と
な
り
ま
す
。

・�

予
算
額
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場

合
は
予
算
の
範
囲
内
で
案
分
し
ま
す
。

・�

同
一
の
宿
泊
施
設
に
南
房
総
市
新
規
温
泉

施
設
設
備
整
備
事
業
補
助
金
と
南
房
総

市
温
泉
郷
の
活
性
化
に
係
る
施
設
整
備
事

業
補
助
金
を
併
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

提
出
先
お
よ
び
問
合
せ

　
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

　
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

　

　
☎
33 

― 

１
０
９
１

　
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

宿
泊
施
設
と
は
、
旅
館
業
法
の
許
可
を
受

け
、
宿
泊
料
を
と
っ
て
人
を
宿
泊
さ
せ
る

施
設
で
す
。

※�

温
泉
施
設
と
は
、
温
泉
法
の
温
泉
の
浴
用

の
利
用
許
可
を
受
け
た
施
設
で
す
。

補
助
対
象
経
費

　
新
品
の
設
備
等
の
取
得
に
要
す
る
経
費

補
助
率

　

３
分
の
１
以
内（
補
助
対
象
経
費
が

５
０
０
万
円
を
超
え
た
額
に
つ
い
て
は
２
分

の
１
・
上
限
１
０
０
０
万
円
）

申
請
受
付
期
間 

　
６
月
１
日（
水
）か
ら
７
月
15
日（
金
）ま
で

※�

郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
受
付
締
切
日

当
日
消
印
有
効

そ
の
他

・�

予
算
額
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場

合
は
予
算
の
範
囲
内
で
案
分
し
ま
す
。

提
出
先
お
よ
び
問
合
せ

　
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

　
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

　

　
☎
33 

― 

１
０
９
１

　
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
温
泉
郷
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
を
図
る
た
め
、
市
内
の
温
泉
の
源
泉
を
利
用
し
、
市

内
に
所
在
す
る
宿
泊
施
設
に
新
た
に
温
泉
施
設
を
導
入
す
る
事
業
者
に
、
そ
の
工

事
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
温
泉
郷
を
活
性
化
す
る
た
め
、
市
内
の
温
泉
の
源
泉
を
利
用
し
、
市
内
に
所
在

す
る
宿
泊
施
設
の
既
存
の
温
泉
施
設
を
整
備
す
る
事
業
者
に
、
そ
の
工
事
に
係
る

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
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白
浜
町
白
浜
に
、
明み
ょ
う
ど
う
ざ
ん
ふ
く
じ
ゅ
い
ん

堂
山
福
壽
院
と
い
う
曹そ
う
と
う
し
ゅ
う



洞
宗
の
お
寺
が
あ
り
ま
す
。

　
お
寺
の
創
建
は
、
永
え
い
し
ょ
う



正
十
四
年（
一
五
一
七
年
）に
南
総
を
支
配
し
た
里
見

氏
の
二
代
目
当
主
・
成
義
公
に
よ
る
創
建
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
白

浜
の
人
た
ち
は
皆
、
そ
う
信
じ
て
き
た
の
で
す
が
、
と
こ
ろ
が
近
年
、
戦
国

大
名
里
見
氏
の
研
究
が
進
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
里
見
家
を
乗
っ
取
っ
た

後
期
里
見
氏
に
よ
り
、
年
代
の
整
合
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
創
作
さ
れ
た
人

だ
っ
た
と
言
わ
れ
始
め
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
成
義
公
は
実
際
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
人
物
だ
と
い
う
事
に
な

り
ま
す
が
、
地
元
の
白
浜
で
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る
話
と
し
て
、
成
義
公
は
長
ち
ょ
う

禄ろ
く
三
年（
一
四
五
九
年
）里さ
と
み
よ
し
ざ
ね




見
義
実
公
の
嫡
子
と
し
て
生
ま
れ
、
成
長
す
る
と
、

稲
村
城
や
宮
本
城
を
築
い
た
り
、
各
地
の
戦
い
に
出
陣
し
、
勇
ま
し
い
戦
い

を
し
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
全
て
作
り
話

だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
遠
い
神か
み
よ



代
の
頃
の
話
な
ら
い

ざ
知
ら
ず
、
わ
ず
か
五
百
年
余

り
前
の
話
で
す
か
ら
、
正
し
い

語
り
伝
え
が
続
い
て
ほ
し
か
っ

た
で
す
ね
。
そ
れ
に
し
て
も
里

見
成
義
公
が
架
空
の
人
物
で

あ
っ
た
と
は
残
念
で
す
。

｢ 里
さとみしげよしこう


見成義公 ｣

第 193 話
生
いくいな

稲謹
きん

爾
じ

　
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
市
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
ま
か
な
え
る
よ
う
算

出
さ
れ
た「
基
準
額
」を
も
と
に
、
所
得
に
応

じ
て
段
階
的
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
介
護
保
険
料
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。
令
和
元
年
度
の
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
第
１
段
階
か
ら
第
３
段

階
ま
で
の
保
険
料
の
軽
減
措
置
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
普
通
徴

収
は
７
月
中
旬
、
特
別
徴
収
は
７
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
の
人
）

　
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
年
金
支
払
い
の
際
に
介
護
保
険
料

が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。
年
６
回

で
す
。

普
通
徴
収（
窓
口
払
い
の
人
）

　
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
人
や
、
ほ

か
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
、
年
金
の

年
額
が
18
万
円
未
満
の
人
は
、
市
が
郵
送
し

た
納
付
書
か
、
口
座
振
替
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
納
期
は
年
８
回
で
す
。

　
口
座
振
替
に
す
る
場
合
は
、
金
融
機
関
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

～
65
歳
以
上
の
人
へ
～

　

普
通
徴
収
の
納
付
書
は
、
金
融
機
関
、

市
役
所
窓
口
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
、
納
付
書
の

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
納
付
す
る
、「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ

ａ
ｙ 

」で
も
納
付
が
可
能
で
す
。

　
高
齢
者
支
援
課

	
☎ 
36 
― 

１
１
５
２

令和４年度普通徴収の納期限

期別 納期限 期別 納期限

１期 　８月　１日（月） ５期 11月 30日（水）

２期 　８月 31日（水） ６期 12月 26日（月）

３期 　９月 30日（金） ７期 　１月 31日（火）

４期 10月 31日（月） ８期 　２月 28日（火）
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介護保険料の決まり方
　65歳以上の人の介護保険料は、本人の所得や同じ世帯の人の市町村民税の課税状況等に応じて、
決定します。

令和４年度の介護保険料
所得段階 対　象　者 保険料年額

第１段階
・生活保護を受給している人
・老齢福祉年金の受給者で、世帯全員が市町村民税非課税の人
・�世帯全員が市町村民税非課税で、前年のその他の合計所得金額＋課
税年金収入額が 80万円以下の人

20,200 円

第２段階 世帯全員が市町村民税非課税で、前年のその他の合計所得金額＋課税
年金収入が 80万円を超え 120 万円以下の人 33,600 円

第３段階 世帯全員が市町村民税非課税で、前年のその他の合計所得金額＋課税
年金収入が 120 万円を超える人 47,100 円

第４段階
世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非課
税で、前年のその他の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円以下
の人

60,500 円

第５段階
（基準額）

世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非課
税で、前年のその他の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円を超
える人

67,200 円

第６段階 本人に市町村民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 120 万円
未満の人 80,700 円

第７段階 本人に市町村民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 120 万円
以上 210 万円未満の人 87,400 円

第８段階 本人に市町村民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 210 万円
以上 320 万円未満の人 100,800 円

第９段階 本人に市町村民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 320 万円
以上の人 114,300 円

※�合計所得金額とは、年金・給与・事業などの所得（それぞれの収入から控除額または必要経費を差し引
いたもの）をすべて合算したものです。
※その他の合計所得金額とは、合計所得金額から年金収入に係る所得金額を差し引いたものです。
　・�土地売却等に係る特別控除がある場合は、合計所得金額から長期譲渡所得または短期譲渡所得に係
る特別控除額を控除した額。

　・�第１段階から第５段階　給与所得が含まれる場合、給与所得金額は、所得税法の規定に基づき計算
した金額（租税特別措置法の規定による所得金額調整控除の適用がある場合は、その適用前の金額）
から10万円を控除した金額。

　・�第６段階から第９段階　給与所得または公的年金等に係る所得が含まれる場合、給与所得及び公的
年金等に係る所得の合計額は、所得税法の規定に基づき計算した給与所得及び公的年金等に係る合
計額から10万円を控除した金額。
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狩猟免許取得補助金について狩猟免許取得補助金について
　市では、有害鳥獣による農業被害を防止するため、わな猟、第１種
銃猟または第２種銃猟免許の新規取得者に対して、取得に要した経費
を助成します。
補助対象者
　南房総市に住民票を有する人で、わな猟、第１種銃猟または第２種
銃猟免許を新たに取得し、南房総市有害鳥獣対策協議会に加入した人

※講習時間　9：00～17：00
※各回の講習会は、対象となる狩猟免許試験実施日の受験者のみ受け付けます。（受講は任意）

※同一試験日における併願受験はできません。
※試験時間　9：00～16：30

捕獲免許を取ろう！捕獲免許を取ろう！～イノシシ・サルは、自ら獲る～～イノシシ・サルは、自ら獲る～
　令和4年度狩猟免許試験の申請は、千葉県ホームページからの電子申請による事前申し込みが必要です。
事前申し込みは電子申請のみで先着順となります。

狩猟免許試験日程　　 　 　県安房地域振興事務所　☎２２－８７１１

事前申込期間 申請書受付期間 試験日 種類 定員 ところ

第６回 ９月21日（水）
～

９月28日（水）

10月５日（水）
～

10月14日（金）

11月５日（土） 網猟
わな猟

網：10人
わな：80人

県射撃場
（市原）

第７回 11月６日（日） 第１種銃猟
第２種銃猟 計 60人

第８回 ９月21日（水）
～

12月12日（月）

12月23日（金）
～

１月10日（火）

２月４日（土） 第１種銃猟 60人

第９回 ２月５日（日） わな猟 90人

初心者狩猟講習会日程　　 　 　県猟友会　☎０４３－２２２－６０３３

申込期間 講習会実施日 種類 定員 ところ 対象となる試
験実施日

第６回 10月12日（水）
～

10月24日（月）

10月29日（土） 網猟わな猟
網：10人
わな：80人

県射撃場
（市原市）

11月５日（土）

第７回 10月30日（日） 第１種銃猟第２種銃猟 計60人 11月6日（日）

第８回 １月10日（火）
～

１月23日（月）

１月28日（土） 第１種銃猟 60人 ２月４日（土）

第９回 １月29日（日） わな猟 90人 ２月５日（日）

補助対象経費及び補助金額

補助対象経費 補助率 補助限度額

初心者狩猟講習会受講料 補助対象経費の 10分の 10以内 30,000 円

狩猟免許試験申請費用 補助対象経費の 10分の 10以内 5,200 円
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申請手続き
　わな猟、第１種銃猟または第２種銃猟免許を取得した年度内に次の書類を提出してください。
１　南房総市有害鳥獣対策協議会入会申込書（市ホームページに掲載）
２　補助金申請書兼請求書（市ホームページに掲載）
３　狩猟免許試験申請費用の領収書の写し
４　初心者狩猟講習会受講料の領収書の写し
５　取得した狩猟免状の写し
　　（�第１種銃猟および第２種銃猟免許の場合は、狩猟免状および銃所持許可証

の写し）
６　本人が確認できるもの（運転免許証など）の写し

※令和４（平成34年）９月14日に有効期間が満了となる狩猟免許をお持ちの方が対象です。
　農林水産課　☎３３－１０７１

　 　県安房地域振興事務所　☎２２－８７１１

狩猟免許更新の適性検査狩猟免許更新の適性検査

申込期間（土日祝日を除く） とき ところ

６月２日（木）～６月16日（木） ６月30日（木） 千葉県南総文化ホール（館山市）

７月７日（木）～７月21日（木） ８月４日（木） 鴨川市総合運動施設（鴨川市）

補
助
要
件

・�

１
か
所
あ
た
り
の
防
護
柵
の
設
置
延
長

が
、
１
５
０
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
こ
と
。

・�

防
護
柵
の
設
置
が
令
和
５
年
２
月
28
日
ま

で
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
。

・�

防
護
柵
は
、
南
房
総
市
内
に
本
支
店
が
あ

り
、
領
収
書
が
発
行
で
き
る
事
業
者
か
ら

購
入
す
る
こ
と
。

・�

過
去
に
国
・
県
・
市
の
補
助
を
受
け
て
設

置
し
た
の
ち
、
耐
用
年
数
が
経
過
し
て
い

な
い
農
地
へ
の
設
置
に
は
原
則
補
助
で
き

ま
せ
ん
が
、
新
た
な
獣
種
に
対
応
す
る
た

め
防
護
柵
を
追
加
す
る
場
合
は
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
例
：
イ
ノ
シ
シ
用
防

護
柵
の
上
部
に
サ
ル
用
防
護
柵
を
追
加
す

る
）

・�
他
の
補
助
事
業
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

・�

購
入
、
設
置
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
有
害
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
、
農
業
者
が
購
入
し
農
地
に
設
置
す
る

防
護
柵
の
材
料
費
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
助
成
し
ま
す
。

助
成
内
容

基
準
単
価
の
２
分
の
１
ま
た
は
材
料
費
の
２

分
の
１
の
ど
ち
ら
か
低
い
額
。

申
込
方
法

　

防
護
柵
を
購
入
、
設
置
す
る
前
に
必
ず

計
画
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
計
画
書
用
紙

は
農
林
水
産
課
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

　

　
農
林
水
産
課

	

☎
33 

― 

１
０
７
１

有
害
獣
防
護
柵
の
購
入
を
支
援
し
ま
す

有
害
獣
防
護
柵
の
購
入
を
支
援
し
ま
す
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南房総市内のＪＲ駅業務のご案内南房総市内のＪＲ駅業務のご案内
　２０２２年６月１日（水）より、自動券売機のご利用時間や駅係員によるご案内
等が以下のとおり変更となっています。

　岩井駅、富浦駅、千倉駅、南三原駅については、これまで駅係員が各窓口営業時
間内に配置されておりましたが、令和４年６月１日（水）より巡回方式となります。そ
のため、各駅において配置されている時間が異なります。

※�ご不明な点がございましたら、巡
回中の駅係員またはインターホン
にてお問い合わせください。

●自動券売機をご利用いただける時間を拡大しています

●�インターホンが新設され、初電から終電までオペレーターが
ご案内します

●�駅係員の配置時間の変更

【自動券売機のご利用時間】

駅　　名 ５月31日（火）まで ６月１日（水）から
岩井駅、富浦駅、千倉駅 9：20～16：30

初電～終電
南三原駅 9：50～17：00

インターホン設置イメージ

・列車の運行情報について
・時刻、運賃、乗り換えのご案内
・お忘れ物の問い合わせ
・きっぷ、券売機に関すること

など

〈ご案内内容〉
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役
員
紹
介

各
地
区
代
表
行
政
連
絡
員

【
富
浦
地
区
】

和
泉
澤
和
正（
南
無
谷
）／
早
川
正
美（
原
岡
）

／
岩
田
秀
夫（
青
木
）

【
富
山
地
区
】

竜
﨑
和
良（
平
久
里
中
）／
石
井
恆
德（
高
崎
）

／
滝
口
壽
信（
井
川
）

【
三
芳
地
区
】

鈴
木
定
一（
谷
向
）／
梅
田
喜
孝（
下
滝
田
）／

大
森
裕
雄（
山
名
）

【
白
浜
地
区
】

宇
山
久
男（
小
戸
）／
長
谷
川
仁
孝（
青
木
）／

竹
田
博
男（
砂
取
）

【
千
倉
地
区
】

堀
江
正
敏（
平
舘
）／
田
中
一
男（
白
子
）／
吉

田
孝
道（
川
戸
）／
國
府
田
秀
樹（
白
間
津
）／

平
井
道
雄（
南
千
倉
）

力
を
活
か
し
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
南
房

総
市
民
の
皆
様
が
、
夢
や
希
望
を
実
現
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

岡
﨑
氏
が
教
育
委
員
に
再
任

　

教
育
委
員
の
岡
﨑
俊
明
氏
が
、
令
和
４

年
５
月
16
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
26

日
に
行
わ
れ
た
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
で
、

議
会
の
同
意
を
得
て
教
育
委
員
と
し
て
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
任
期
は
令
和
８
年
５
月
16
日
ま
で

の
4
年
間
で
す
。

行
政
連
絡
協
議
会
に
て
役
員
が
決
定

　
５
月
23
日（
月
）に
各
地
区
行
政
連
絡
員
の

役
員
を
集
め
、
第
１
回
行
政
連
絡
協
議
会

が
開
か
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
、
次
の
と
お

り
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

副
市
長
就
任
の
挨
拶

副
市
長
就
任
の
挨
拶

選
挙
管
理
委
員
紹
介
　（
敬
称
略
）

 

選
挙
管
理
委
員
を
紹
介
し
ま
す

委員
春原　健二

委員
川名　裕子

委員長代理
栗山　俊郎

委員長
吉本　晃

　補充員　渕辺　則夫／粕谷　栄俊
　　　　　岡﨑　　靖／髙木　久子

　

こ
の
た
び
、
市
議
会
の
同
意
を
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
、
副
市
長
を
勤
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
地
球
温
暖

化
、
相
次
ぐ
大
規
模
災
害
、
新
た
な
感
染

症
拡
大
、
国
際
紛
争
な
ど
、
こ
れ
ま
で
私
た

ち
の
世
代
が
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が

た
く
さ
ん
起
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
相
互

に
関
連
し
あ
い
、
課
題
を
さ
ら
に
複
雑
な
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
に
対
す
る
模
範
解
答
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
職
員
の
力
を
結
集
し
、
石

井
市
長
を
支
え
て
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
、
議
会
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々

の
ご
意
見
や
知
見
を
い
た
だ
き
、
地
域
の
魅

副
市
長
の
再
任
が
決
定
し
ま
し
た

　
市
議
会
の
第
１
回
臨
時
会
が
４
月
26
日(

火)

に
行
わ
れ
、｢

副
市
長
」の
人
事
案

件
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

副市長
嶋田　守

【
丸
山
地
区
】

菰
岡　
茂（
安
馬
谷
）／
山
口
正
明（
前
田
）／

和
田
房
夫（
岩
糸
）

【
和
田
地
区
】

庄
司　
貴（
和
田
）／
鈴
木　
博（
小
川
）／
佐

久
間
茂（
中
三
原
）

　
任
期
は
令
和
４
年
５
月
９
日
～
令
和
５
年

５
月
８
日
ま
で
で
す
。

千倉地区
堀江　正敏
（平舘）

三芳地区
鈴木　定一
（谷向）

会　長副会長

教育委員
岡﨑　俊明
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令
和
４
年
度
の「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
」

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
と
は

　
市
政
な
ど
の
方
針
を
決
定
す
る
前
に
、
案

件
を
市
民
に
公
表
し
、
一
定
の
期
間
、
意
見

や
要
望
を
募
集
す
る
制
度
で
す
。

　
募
集
期
間
中
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表
し
ま
す
の
で
、
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　
令
和
４
年
度
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と

し
て
意
見
を
募
集
す
る
予
定
の
案
件
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

南
房
総
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画（
区
域
施
策
編
）

　

国
に
お
い
て
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
実
質
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
す

る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
表
明
し
、
本

市
に
お
い
て
も
２
０
２
１
年
８
月
、
同
様
に

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」を
表
明
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
民
生
部
門
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
に
向
け
た
計
画
を
策
定
す
る
も
の

募
集
期
間　
令
和
５
年
１
月
頃

担
当
課　
環
境
保
全
課

　
☎
33 

― 

１
０
５
３

第
２
次
南
房
総
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画（
案
）

　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で
の
本

市
の
政
策
の
基
本
的
な
方
向
性
な
ど
を
、
総

合
的
・
体
系
的
に
ま
と
め
た
市
政
全
般
に
関

す
る
計
画

募
集
期
間　
令
和
４
年
12
月
～
令
和
５
年
１

月担
当
課　
企
画
財
政
課

　
☎
33 

― 

１
０
０
１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

「
館
山
市
・
南
房
総
市
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

　
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
５

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る「
館
山
市
・
南
房

総
市
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン（
原
案
）」

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

計
画
の
趣
旨

　

館
山
市
・
南
房
総
市
定
住
自
立
圏
構
想

は
、
両
市
が
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
圏
域
全
体
で
地
域
住
民
の
い
の
ち
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
必
要
な
生
活
機
能
を

確
保
し
、
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
政
策
で

す
。

　
本
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
そ
の
政
策
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
具
体
的
取
組
を
示
す
も
の
で

す
。

閲
覧
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
民
課
前
）

※�

ほ
か
に
も
館
山
市
役
所
な
ど
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

閲
覧
・
募
集
期
間

　
７
月
８
日（
金
）ま
で

提
出
方
法

　

指
定
用
紙
に
意
見
を
記
入
し
、
館
山
市

企
画
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
た
提
出
箱
へ
の
投
函
も

可
能
で
す
。
用
紙
は
、
各
閲
覧
場
所
に
配
置

し
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　
館
山
市
企
画
課

	

☎
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― 

３
１
６
３

　
　
南
房
総
市
企
画
財
政
課

	

☎
33 

― 

１
０
０
１

旧
嶺
南
中
学
校
和
田
校
舎
施
設
の

利
活
用
案
募
集

　

旧
嶺
南
中
学
校
和
田
校
舎
は
、
平
成
26

年
３
月
に
和
田
中
学
校
が
閉
校
し
、
利
活
用

案
を
公
募
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
利
活
用
に

至
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
再
度
、
利
活
用

案
を
公
募
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ

さ
い
。

施
設
概
要

校
舎
棟　
平
成
16
年
度
建
築

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建

延
べ
面
積　
２
３
１
５
．
３
６
㎡

特
別
教
室
棟　
平
成
３
年
度
建
築

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建

延
べ
面
積　
１
４
７
７
．
５
９
㎡

応
募
方
法

　
所
定
の
様
式
に
て
、
学
校
再
編
整
備
課
ま

で
電
子
メ
ー
ル
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間

・�

参
加
申
込
期
限　

令
和
４
年
７
月
11
日

（
月
）午
後
５
時
ま
で

・�

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
提
出
期
限

　
令
和
４
年
７
月
29
日（
金
）午
後
５
時
ま
で

　
学
校
再
編
整
備
課

	

☎
46 

― 

２
９
６
２
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情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

情
報
公
開
制
度

　
市
民
参
加
型
の
市
政
を
進
め
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
市
民
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、
市
が
保
有
す
る
文
書
を
原
則
公
開
し
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　
市
民
の
権
利
と
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
市
が
保
有
す
る
個
人
情
報（
本
人
の
情
報
に
限
る
）に
つ
い
て
、

見
た
り
、
誤
り
を
訂
正
し
た
り
す
る
権
利
を
保
障
し
ま
す
。

行
政
資
料
公
開
コ
ー
ナ
ー

　
市
役
所
本
館
１
階
に
、
行
政
資
料
公
開
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
市
の
計
画
、
刊
行
物
、
資
料
、
県
報
、
町
史
、
辞
典
な
ど
各
種

資
料
が
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
総
務
課　
☎
33 

― 

１
０
２
１

情報公開制度の運用状況（令和３年度）　　　　 （件）

実施機関 請求
件数

処理状況
審査
請求全部

開示
部分
開示 非開示 不存在 却下

など

市　　長 77 72 5 0 0 0 0

教育委員会 3 2 1 0 0 0 0

農業委員会 3 0 3 0 0 0 0

合　　計 83 74 9 0 0 0 0

個人情報保護制度の運用状況（令和３年度）　　 （件）

実施機関 請求
件数

処理状況
審査
請求全部

開示
部分
開示 非開示 不存在 却下

など

市　　長 6 3 3 0 0 0 0

市長部局
以外 1 0 1 0 0 0 0

合　　計 7 3 4 0 0 0 0

　
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
、
大
型
店
舗
な
ど
で
、

貯
水
槽
水
道
を
お
使
い
の
場
合
、
受
水
槽
以

降
の
設
備
・
水
質
の
管
理
は
、
建
物
の
所
有

者
ま
た
は
管
理
者
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
を
水
道
事
業

者
が
お
届
け
し
て
も
、
受
水
槽
が
汚
れ
て
い

る
と
安
心
し
て
水
道
水
を
飲
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
な
か
で
も
、
受
水
槽

の
有
効
容
量
が
10
㎥
以
下
の
小
規
模
貯
水

槽
水
道
は
、
水
道
法
の
規
制
を
受
け
な
い
た

め
、
管
理
が
不
適
切
な
も
の
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

受
水
槽
の
有
効
容
量
が
10
㎥
を
超
え
る

簡
易
専
用
水
道
は
、
水
道
法
に
よ
り
１
年
以

内
ご
と
の
清
掃
及
び
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
小
規
模
貯
水
槽
水
道
に
つ
い

て
も
、
有
効
容
量
10
㎥
を
超
え
る
施
設
と
同

様
に
衛
生
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●��
水
槽
の
清
掃　
１
年
に
１
回
定
期
的
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

●�

施
設
の
点
検　
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
の
施

錠
、
亀
裂
の
有
無
、
防
虫
網
の
設
置
な
ど

の
点
検
を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●�

水
質
の
チ
ェ
ッ
ク　
水
の
色
や
味
、
に
お

い
な
ど
に
注
意
し
て
、
異
常
が
あ
れ
ば
水

質
検
査
を
し
ま
し
ょ
う
。

●�

定
期
検
査　
管
理
状
況
に
つ
い
て
１
年
に

１
回
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
貯
水
槽
水
道
と
は
】

　

南
房
総
市
水
道
局
や
三
芳
水
道
企
業
団

な
ど
の
水
道
事
業
者
か
ら
供
給
さ
れ
る
水

の
み
を
水
源
と
し
、
そ
の
水
を
い
っ
た
ん
受

水
槽
で
受
け
た
後
、
利
用
者
に
飲
み
水
と
し

て
供
給
さ
れ
る
施
設
の
総
称
で
す
。
な
お
、

ま
っ
た
く
飲
み
水
に
使
用
し
な
い
工
業
用
水

や
消
防
用
水
，
地
下
水（
井
戸
水
）を
汲
み
上

げ
て
受
水
槽
に
貯
め
て
い
る
場
合
は
、
貯
水

槽
水
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�

富
浦
・
三
芳
地
区
：
三
芳
水
道
企
業
団

業
務
係　
☎
22 

― 

３
７
８
２

	
�

富
山
・
白
浜
・
千
倉
・
丸
山
・
和
田
地

区
：
南
房
総
市
水
道
局

	

☎
44 

― 

４
６
１
１

貯
水
槽
水
道
の
適
切
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
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有料広告

　

南
房
総
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

総
会
が
4
月
24
日（
日
）丸
山
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
第
21
期
相
談
員
と
し
て
80
名
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
髙
木
寿
行
新
会
長

（
白
浜
地
区
）の
も
と
３
年
間
に
わ
た
り
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
む
け
た
取
り
組
み

が
行
わ
れ
ま
す
。

第
21
期
役
員

会　
長　
髙
木
寿
行（
白
浜
地
区
）

　

山
梨
県
甲
府
市
の
武
田
神
社
で「
武
田
信
玄
公
芸
術

竹
灯
籠
祭
22
」が
開
催
せ
れ
て
い
ま
す
。
５
月
22
日
に
は

「
南
房
総
海
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
」と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
開
か
れ
、
四
條
流
た
か
べ
社
中
を
は
じ
め
と
す
る
四

條
流
一
門
が
庖
丁
式
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
南
房
総
市
観
光
大
使
の
Ｄ
Ｊ 
Ｋ

Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
さ
ん
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
庖
丁

式
以
外
に
も
房
州
枇
杷
を
は
じ
め
と
す
る
物
産
、
ご
当

地
ア
イ
ド
ル
の
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
ト
や
、
世
界
的
尺
八
演

奏
者
の
き
乃
は
ち
の
演
奏
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

副
会
長
⻆
田
卓（
千
倉
地
区
）、
庄
司
智
浩（
嶺
南
地
区
）

会　
計　
森
広
幸（
富
山
地
区
）

監
事
酒
井
尚
昭（
富
浦
地
区
）、
杉
田
雄
一（
三
芳
地
区
）

女
性
代
表　
村
田
紗
永
子（
三
芳
地
区
）

　

ま
た
、
３
期
９
年
間
以
上
に
わ
た
っ
て
活
動
さ
れ
た

伊
藤
大
輔
さ
ん（
千
倉
地
区
）と
小
原
め
ぐ
み
さ
ん（
白
浜

地
区
）に
千
葉
県

知
事
感
謝
状
、
２

期
６
年
間
活
動
し

た
５
名
の
相
談
員

に
千
葉
県
環
境
生

活
部
長
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

第
21
期
南
房
総
市
青
少
年
相

談
員
に
つ
い
て

山
梨
県
甲
府
市
の
武
田
神
社
で
庖
丁

式
を
奉
納

有料広告有料広告
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　シンガポール人はよく「食べることが一番の趣味で、二番目は並ぶことだ」と冗談を言います。われら
の「キアス」※な精神でシンガポールの蒸し暑さに負けず長く並ぶことも可能になります。
　三月に、ユニクロはシンガポールで新店舗を開店しました。既に、ユニクロはシンガポールで26か所
のお店を営業しており、決して新しいものではありませんでしたが、営業開始の一時間前から、屋外にも
かかわらず人が並び始めました。他の人より先に新店舗を見てみたい人もいれば、先着200人のお客さ
んに配る無料のカヤトーストとコピを目当てに並んでいた人もいました。実は、徒歩2分で最寄りのカヤ
トーストのお店があり、冷房が効いたお店でアツアツの温泉卵付きカヤトーストセットを4.90シンガポー
ルドル（約450円）で食べられるのですが。
　もちろん、シンガポール人は「キアス」な国民性でこんなにも面白い行動をしてしまいますが、それは仕
事や学習において向上する原動力にもなります。ただ、「無料」という言葉によって、そこまでシンガポー
ル人が釣られてしまうことは可笑しいと思います。
※�「キアス」とはシンガポールにおいて、負けず嫌いで、どんな手段を使ってでも目標を達成すること、ま
たは、他人より一歩先にいることへ執着する特性を表現する言葉です。

　Singaporeans often joke that queueing is our favourite past time second only to eating. Our 
kiasu* spirit makes queueing up for hours on end possible in hot and humid Singapore.
　When Uniqlo opened its latest outlet in Singapore in March, a queue started forming 
outdoors an hour before the store opened. Mind you, there were already 26 Uniqlo stores in 
Singapore by then and Uniqlo was no longer a new concept. Even then, some people wanted 
to be the first to take a look at the new store, and others wanted the free kaya toast and 
kopi that were being given away to the first 200 visitors. The best part of this story is that 
the nearest kaya toast shop was a mere 2 minute walk away and they could have enjoyed a 
nice hot kaya toast set with soft-boiled eggs in air-conditioned comfort for just $4.90 （around 
450 yen）.
　While the kiasu spirit leads Singaporeans to do such seemingly silly things, it is also a good 
motivation to work and study hard. Still, it is funny how much power the word ‘free’ has on 
Singaporeans.
* In Singapore, the fear of losing out, kiasu, is characterised by someone taking extreme 
measures to achieve a goal or be ahead of everyone else.

無料です！

18チーさな島国より…チーさな島国より… 南房総市国際交流員
文・訳　チー・エンジャ

Free!

今月の表紙

高
た か べ 


家神社の「庖
ほうちょうしき

丁式」
　平安時代から宮中行事として続く料理の儀式「庖丁式」が
３年ぶりに行われました。
　高家神社は日本で唯一、料理の祖神「磐

いわかむつかりのみこと
鹿六雁命」をま

つっています。
　毎年、春秋の例祭と勤労感謝の日に「四條流たかべ社中」
が奉納されています。 四條流一門の小島柏

はくせい
さんが2匹の鯉を同時に

さばく難易度の高い「二
ふたつごい
鯉」に挑みました。
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広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
６
月
号

令
和
４
年
６
月
９
日
発
行

発
行　
南
房
総
市　
〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　
千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　
秘
書
広
報
課　
　
　
０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
FAX　
０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
１

※�

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

市指定有形文化財（古文書）市指定有形文化財（古文書）

所在地／富浦町南無谷119（富浦地区）
所有者／妙

みょうふくじ

福寺（日蓮宗）

 日蓮上人の真筆と証明書
にちれんしょうにん

日蓮上人ゆかりの寺に残る直筆の書日蓮上人ゆかりの寺に残る直筆の書

～南房総市内の文化財を紹介します～　～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課 ☎教育委員会生涯学習課 ☎46－296346－2963
○○7070

シリーズシリーズ

　◦毎年11月２日 午後 一般公開（祖師御会式のあと）
◦トイレなし／駐車場あり

公
開

・マナーを守って楽しく見学しましょう。
・�見学する時は、所有者・管理者の指示に必ず従ってください。

　富浦地区の妙福寺は、日蓮宗の宗祖である日蓮（1222
～1282）とゆかりの深い寺院です。
　建
けんちょう

長５年（1253）に清

きよすみやま

澄山（現在の鴨川市）で　新し

い教えを開いた日蓮は、鎌倉で布教することを決意しました。日蓮は鎌倉へ向かう途中、岡
本浦（現在の富浦町豊岡）から船に乗ろうとしましたが、荒天で船が出せなかったので、地
元豪族の泉

いずみさわごんのかみたろう
沢権頭太郎の屋敷に３日間滞在しました。この時、権頭太郎とその家族は、日蓮

の教えに感銘を受け、丁寧にもてなしたと伝えられています。
　それから26年後、身

みのぶさん

延山（現在の山梨県身延町）に隠居していた日蓮のもとを権頭太郎

が訪れました。再会をたいへん喜んだ日蓮は、自身の姿を彫った木像と、直筆の書を権頭太
郎に授けました。この木像と直筆の書を安置するために権頭太郎が建てたお堂が、妙福寺の
始まりです。
　妙福寺に伝わる真筆は、この時に授けられたもので、縦約60㎝・幅約20㎝の掛軸に「南

な

無
むみょうほうれんげきょう
妙法蓮華経」の７文字と、本人の署名・花

かおう

押（サイン）が書かれています。

　また、一緒に保管されている２枚の証明書は、永
えいろく

禄元年（1558）と慶

けいちょう

長16年（1611）に、

日蓮宗の僧侶がこの真筆を鑑定した際に書かれたものです。

富津・館山・南房総・鋸南富津・館山・南房総・鋸南
求む！ 土地・建物 売り物件求む！ 土地・建物 売り物件！！

掲載場所掲載場所／裏表紙４枠（カラー）・ 中面４枠（２色）／裏表紙４枠（カラー）・ 中面４枠（２色）
掲載枠掲載枠／縦４５ミリ×横８６ミリ／縦４５ミリ×横８６ミリ
掲載料掲載料／裏表紙 １０，４８０円／裏表紙 １０，４８０円
　　　　中　面　８，３８０円　　　　中　面　８，３８０円
　　　　（連続掲載で最大２０％の割引あり）　　　　（連続掲載で最大２０％の割引あり）

　秘書広報課　☎３３－１００２　秘書広報課　☎３３－１００２

「広報みなみぼうそう」に「広報みなみぼうそう」に
広告を掲載しませんか？広告を掲載しませんか？

証明書

日蓮上人の真筆
（見やすくするため色調を加工）

しんぴつ しょうめいしょ
南

無

妙

法

蓮

華

経

日

蓮

（
花
押
）


